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ぎ
ゃ
く
　
た
い
�

高
齢
者
福
祉
　
老
人
ク
ラ
ブ
育

成
事
業
な
ど
で
、
健
康
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
生
活
し
、
ス
ポ

ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
共
通
の
趣
味
を
通
じ
た
活

動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す

す
め
ま
す
。�

　
月
２
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
、

介
護
用
品
の
支
給
を
ひ
き
つ
づ

き
実
施
し
、
高
齢
者
世
帯
な
ど

へ
の
緊
急
通
報
装
置
や
火
災
警

報
器
の
設
置
を
す
す
め
ま
す
。�

　
高
齢
者
や
重
度
心
身
障
害
者

な
ど
に
は
、
保
健
師
な
ど
の
家

庭
訪
問
に
よ
る
安
否
確
認
を
お

こ
な
い
、
災
害
時
の
避
難
支
援

に
も
重
点
的
に
と
り
く
み
ま
す
。�

　
認
知
症
高
齢
者
に
は
、
３
月

に
開
設
し
た
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
中
心
に
、
住

民
の
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
見
ま
も
り
体
制
を
と
と

の
え
ま
す
。�

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
と

も
に
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

く
ら
し
の
相
談
、
高
齢
者
虐
待

防
止
の
た
め
の
見
ま
も
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
人
材
の
養

成
な
ど
、
高
齢
者
と
家
庭
の
福

祉
環
境
の
向
上
や
自
立
を
支
援

し
ま
す
。�

障
害
者
福
祉
　
自
立
支
援
給
付

や
地
域
生
活
支
援
で
、
ひ
き
つ

づ
き
日
常
生
活
の
向
上
を
は
か

り
ま
す
。�

児
童
福
祉
　
子
育
て
の
身
体
的
・

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
す
こ
や

か
に
育
つ
環
境
を
す
す
め
る
た

め
、
第
３
子
以
上
を
出
産
さ
れ

た
方
に
、
エ
ン
ゼ
ル
祝
金
を
ひ

き
つ
づ
き
支
給
し
、
児
童
手
当

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
支
給
し
ま

す
。�

　
延
長
保
育
や
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
村
単
独
に

よ
る
障
害
児
保
育
、
乳
児
保
育

の
特
別
保
育
を
積
極
的
に
す
す

め
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
乳
児
の
保
育
料
無
料
化
な
ど
、

３
歳
未
満
児
の
保
育
料
の
大
幅

な
軽
減
を
ひ
き
つ
づ
き
お
こ
な

い
ま
す
。�

放
課
後
児
童
の
育
成
　
城
内
、

新
山
、
玉
川
地
区
に
児
童
ク
ラ

ブ
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
設
置
し
、

児
童
の
健
全
育
成
の
向
上
を
は

か
り
ま
す
。�
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３月に完成した高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑことぶき�

平成20年度の施政方針を述べる小田祐士野田村長�

　３月７日から行われた村議会３月定例会の初日、

小田祐士村長が平成20年度の村政の方向を定める施

政方針を述べました。�

　小田村長は「豊かな自然と活力にみちた住民が主

役のむら」に向け、六つの主要施策を基本とする村政

運営の所信を力強く述べました。�

　ここでは、その主な内容を紹介します。�

村民の目線に立ち、�
結いと協働によるむらづくり�

施政方針�
平成20年度�

健
康
で
生
き
が
い
を
�

も
っ
て
暮
ら
せ
る
福
�

祉
社
会
を
め
ざ
し
て
�
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母
子
福
祉
　
医
療
費
助
成
や
相

談
活
動
を
す
す
め
、
今
年
度
か

ら
妊
婦
健
診
の
無
料
化
（
公
費

負
担
）
を
こ
れ
ま
で
の
年
２
回

か
ら
５
回
に
増
や
し
、
妊
娠
中

の
母
体
と
胎
児
の
出
産
に
向
け
、

健
康
管
理
の
向
上
に
つ
と
め
ま

す
。�

保
健
衛
生
　
今
年
度
か
ら
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
や

被
扶
養
者
を
対
象
に
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
特
定
健

康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
国
保
加
入
者
の

受
診
率
を
高
め
、
健
康
管
理
デ

ー
タ
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
を
更
新
・

充
実
し
、
検
診
デ
ー
タ
の
蓄
積

と
管
理
、分
析
を
お
こ
な
い
、村

民
の
健
康
管
理
、
指
導
の
強
化

に
つ
と
め
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
く
じ

が
お
こ
な
う
人
間
ド
ッ
ク
の
利

用
者
に
ひ
き
つ
づ
き
助
成
し
、

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
と
め
ま
す
。�

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ニ

コ
ニ
コ
運
動
推
進
員
と
と
も
に
、

介
護
予
防
や
食
育
の
た
め
栄
養

指
導
や
健
康
相
談
を
充
実
さ
せ
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
む
け
、
村

民
自
ら
が
心
身
の
健
康
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
つ
と
め
ま
す
。�

　
本
年
度
か
ら
新
し
く
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
を
新
た
に
設
け
、
後
期
高

齢
者
に
対
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
つ
と
め
ま
す
。�

地
域
医
療
　
村
内
の
診
療
所
と

歯
科
診
療
所
、
久
慈
管
内
の
久

慈
保
健
所
や
県
立
久
慈
病
院
、

久
慈
医
師
会
を
通
じ
、
久
慈
市

内
等
の
医
療
機
関
と
と
も
に
、

地
域
医
療
の
充
実
を
は
か
り
ま

す
。�

����　
土
地
の
有
効
活
用
、
生
活
基

盤
の
整
備
を
通
じ
、
人
々
が
安

全
に
く
ら
し
、快
適
性
・
利
便
性

の
向
上
に
む
け
計
画
的
、
総
合

的
に
推
進
し
ま
す
。�

治
山
・
治
水
・
海
岸
保
全
対
策
�

前
浜
地
区
防
潮
堤
復
旧
（
十
府

ヶ
浦
）
を
昨
年
度
か
ら
復
旧
工

事
を
し
て
お
り
、
早
急
な
整
備

を
国
や
県
に
要
望
、
広
内
地
区

の
県
単
独
治
山
事
業
を
年
度
内

に
実
施
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。�

　
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
明
内
川

に
お
け
る
下
流
域
の
改
修
と
泉

沢
川
へ
の
河
川
放
水
路
建
設
の

早
期
着
工
、
米
田
地
区
海
岸
の

海
岸
浸
食
対
策
を
国
や
県
に
対

し
ひ
き
つ
づ
き
要
望
し
ま
す
。�

　
明
内
川
は
、
今
年
度
よ
り
下

流
域
の
旭
町
地
区
か
ら
一
部
着

工
し
ま
す
。�

公
共
交
通
　
村
営
バ
ス
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
を
は
か
る
た

め
、
自
由
乗
降
制
度
や
乗
車
使

用
料
を
ワ
ン
コ
イ
ン
制
（
１
０

０
円
で
全
区
間
乗
り
降
り
で
き

ま
す
）と
し
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ

の
混
乗
を
す
す
め
、
効
率
的
な

バ
ス
運
行
に
つ
と
め
ま
す
。�

　
三
陸
鉄

道
は
、
マ

イ
レ
ー
ル

意
識
を
高

め
、
利
用

の
促
進
や

支
援
を
ひ

き
つ
づ
き

お
こ
な
い

ま
す
。�

住
宅
　
昨
年
度
ま
で
に
全
９
棟

の
村
営
新
山
住
宅
が
新
た
に
完

成
し
ま
し
た
。
村
営
住
宅
の
適

正
管
理
と
利
用
促
進
を
は
か
り

ま
す
。�

　
ま
た
、
一
般
の
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
お
こ
な
い
、
耐
震

化
を
す
す
め
ま
す
。�

　
３
年
目
に
な
る
村
単
独
の
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
事
業
は
、

ひ
き
つ
づ
き
実
施
し
、
村
民
の

居
住
環
境
の
充
実
と
村
内
の
商

工
業
等
の
振
興
に
つ
と
め
ま
す
。�

水
道
　
泉
沢
浄
水
場
の
拡
張
工

事
が
今
年
度
内
に
完
成
し
ま
す
。

低
水
圧
地
域
の
解
消
を
は
か
り
、

下
水
道
整
備
に
よ
る
今
後
の
水

需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

計
画
的
で
効
率
的
な
整
備
を
す

す
め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に
つ

と
め
ま
す
。�

下
水
道
　
管
路
布
設
を
す
す
め
、

村
道
城
内
二
又
線
の
道
路
改
良

と
と
も
に
整
備
を
す
す
め
ま
す
。�

　
米
田
地
区
農
業
集
落
排
水
は
、

今
年
度
内
の
使
用
開
始
を
目
指

し
、個
別
処
理
区
域
は
、浄
化
槽

の
設
置
を
す
す
め
、
快
適
で
衛

生
的
な
生
活
環
境
の
確
保
と
河

川
・
海
域
の
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
に
つ
と
め
ま
す
。�

　
な
お
、
す
で
に
開
始
し
て
い

る
地
域
は
、
早
期
の
接
続
を
推

進
し
ま
す
。�

村
道
　
城
内
二
又
線
と
舘
公
園

線
の
改
良
を
す
す
め
、安
全
・
安

心
な
道
路
整
備
に
つ
と
め
ま
す
。�

　
ま
た
、
明
内
川
の
旭
町
地
区

の
改
修
に
あ
わ
せ
、
道
路
整
備

の
た
め
用
地
買
収
を
す
す
め
ま

す
。�

����������������国
・
県
道
　
国
道
45
号
線
米
田

地
区
の
歩
道
の
設
置
、
銭
神
橋

の
拡
幅
、野
田
山
形
線
上
明
内
・

大
葛
間
の
改
良
、
県
道
野
田
港

線
へ
の
歩
道
の
設
置
、
安
家
玉

川
線
の
拡
幅
と
八
戸
・
久
慈
自

動
車
道
と
三
陸
北
縦
貫
道
路
の

早
期
着
工
な
ど
国
や
県
に
対
し

強
く
要
望
し
ま
す
。�

あたらしい村営新山住宅が全９棟に�

5月から村営バスが全区間一律100円�

ぼ
う
　
ち
ょ
う
　
て
い
�

に
い
　
や
ま
�

魅
力
あ
る
生
活
基
盤
�

の
創
造
を
め
ざ
し
て
�
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豊
か
な
心
と
文
化
を
�

育
む
生
涯
学
習
の
推
�

進
を
め
ざ
し
て
�

　
快
適
な
環
境
で
安
全
に
生
活

す
る
こ
と
は
、
村
民
共
通
の
願

い
で
す
。�

　
自
然
環
境
の
保
全
、
環
境
衛

生
の
充
実
、防
災
・
防
犯
体
制
の

整
備
が
重
要
で
す
。�

環
境
衛
生
　
村
民
各
位
の
協
力

に
よ
り
、
ご
み
の
分
別
収
集
や

減
量
化
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
循
環
型
社
会
を

め
ざ
し
ま
す
。�

　
啓
発
活
動
や
、
資
源
ご
み
集

積
所
や
生
ご
み
処
理
機
の
利
用

拡
大
を
す
す
め
、
ご
み
排
出
量

の
減
量
、
分
別
収
集
の
徹
底
を

す
す
め
ま
す
。�

　
新
た
に
買
物
袋
の
配
布
を
お

こ
な
い
、
資
源
の
有
効
活
用
に

つ
と
め
ま
す
。�

消
防
・
防
災
　
避
難
対
象
地
区

で
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
を
実

施
し
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

強
化
や
防
災
意
識
の
高
揚
に
つ

と
め
ま
す
。�

　
下
安
家
地
区
自
主
防
災
組
織

に
対
し
、
防
災
用
備
品
へ
の
助

成
を
お
こ
な
い
活
動
を
支
援
し

ま
す
。�

　
消
防
団
員
の
各
種
訓
練
等
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
う
な
が
し
、

技
術
の
向
上
、
新
た
に
消
防
支

援
団
員
を
取
り
入
れ
、
団
の
活

性
化
に
つ
と
め
ま
す
。�

　
ま
た
、
第
５
分
団
の
屯
所
新

築
と
玉
川
地
区
へ
の
防
火
水
槽

の
設
置
を
す
す
め
ま
す
。�

　
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
の
的
確
な

運
用
に
よ
り
、
出
水
時
の
浸
水

対
策
に
対
応
し
ま
す
。�

交
通
安
全
対
策
　
本
年
１
月
19

日
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
７
年

を
記
録
し
、
現
在
も
更
新
中
で

あ
る
こ
の
記
録
を
さ
ら
に
の
ば

し
、交
通
事
故
、飲
酒
運
転
を
な

く
し
交
通
モ
ラ
ル
を
高
め
、
保

育
所
、小
・
中
学
校
の
交
通
安
全

教
室
、
高
齢
者
へ
の
注
意
の
喚

起
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
街
路
灯
、
道
路
標
識
の
点
検

を
積
極
的
に
す
す
め
ま
す
。�

�����学
校
教
育
　
個
人
の
能
力
、
適

性
に
応
じ
た
教
育
や
環
境
の
整

備
を
は
か
り
「
知
育
・
徳
育
・
体

育
」の
バ
ラ
ン
ス
よ
い「
生
き
る

力
」
を
身
に
つ
け
た
野
田
っ
子

を
は
ぐ
く
み
ま
す
。�

　
外
国
語
指
導
助
手
の
小
・
中

学
校
へ
の
派
遣
を
ひ
き
つ
づ
き

お
こ
な
い
国
際
教
育
を
充
実
し

ま
す
。�

　
義
務
教
育
９
年
間
に
お
け
る

一
村
一
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
小
中
一
貫
教
育
を
さ
ら
に

す
す
め
、開
か
れ
た
学
校
、特
色

あ
る
学
校
、
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
に
つ
と
め
ま
す
。�

　
校
舎
と
屋
内
体
育
館
の
耐
震

補
強
を
お
こ
な
い
、児
童
・
生
徒

を
地
震
災
害
の
危
険
か
ら
守
り
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
更
新
し
て
児

童
・
生
徒
の
安
全
な
通
学
に
つ

と
め
ま
す
。�

　
久
慈
工
業
高
校
の
定
員
確
保

や
三
陸
鉄
道
を
利
用
す
る
生
徒

に
対
し
、
通
学
環
境
を
整
え
る

た
め
「
久
慈
工
業
高
等
学
校
を

守
り
育
て
る
会
」
を
通
じ
て
支

援
し
ま
す
。�

生
涯
学
習
　
村
民
の
学
習
意
欲

の
高
ま
り
に
よ
り
、
生
涯
あ
ら

ゆ
る
時
期
に
学
習
機
会
を
提
供

し
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
効

果
的
に
活
用
し
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
、地
域
と
連
携
・

協
力
を
も
と
に
支
援
し
、
世
代

間
交
流
を
す
す
め
ま
す
。�

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
　
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
目

的
で
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
親
し
み
、
打
ち
込
む

こ
と
の
で
き
る
環
境
に
と
り
く

み
ま
す
。�

　
各
種
大
会
を
招
致
し
、
総
合

運
動
公
園
、
体
育
館
な
ど
の
有

効
活
用
を
は
か
り
ま
す
。�

　
21
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
の

心
身
の
健
全
育
成
、
健
康
や
体

力
の
保
持
増
進
を
は
か
る
た
め
、

学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
と

も
に
、健
康
な
生
活
・
ス
ポ
ー
ツ

習
慣
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
ひ

き
つ
づ
き
と
り
く
み
ま
す
。�

芸
術
文
化
　
村
芸
術
文
化
協
会

と
団
体
の
育
成
・
支
援
を
は
か

り
、
心
の
豊
か
さ
、
安
ら
ぎ
、
う

る
お
い
を
感
じ
る
場
を
提
供
し
、

村
民
の
文
化
に
対
す
る
意
識
を

た
か
め
ま
す
。�

�����農
業
　
地
域
の
気
象
条
件
や
立

地
特
性
を
生
か
し
、
地
域
振
興

作
目
を
中
心
に
担
い
手
の
育
成

確
保
に
つ
と
め
、
経
営
規
模
の

拡
大
と
生
産
性
を
高
め
ま
す
。�

　
水
田
農
業
は
、
高
収
益
作
物

の
導
入
拡
大
や
麦
・
大
豆
の
団

地
化
へ
の
と
り
く
み
な
ど
、
効

率
的
な
転
作
、
認
定
農
業
者
な

ど
担
い
手
農
家
の
育
成
に
い
っ

そ
う
つ
と
め
ま
す
。�

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
農
家
の

規
模
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
導
入
を
す
す

め
、リ
ン
ド
ウ
、小
菊
の
種
苗
購

入
に
対
す
る
助
成
、
栽
培
面
積

の
拡
大
を
は
か
る
と
と
も
に
、

「
産
直
ぱ
あ
ぷ
る
」を
通
じ
て
通

年
販
売
体
制
を
す
す
め
ま
す
。�

畜
産
　
農
業
経
営
基
盤
強
化
資

金
等
豚
舎
建
設
時
の
借
入
資
金

に
対
し
利
子
補
給
し
、
ひ
き
つ

づ
き
肉
豚
価
格
差
補
て
ん
や
ブ

ロ
イ
ラ
ー
価
格
安
定
対
策
に
対

す
る
助
成
、
飼
育
農
家
の
経
営

の
安
定
化
に
つ
と
め
ま
す
。�

林
業
　
良
質
な
木
材
の
供
給
、

水
源
の
か
ん
養
、国
土
の
保
全
、

大
気
の
浄
化
な
ど
森
林
の
も
つ

多
面
的
な
機
能
の
発
揮
と
、
森

林
資
源
の
質
的
高
度
化
を
は
か

り
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

交
付
金
に
よ
り
、
計
画
的
な
森

林
施
業
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。�

　
シ
イ
タ
ケ
等
特
用
林
産
物
生

産
施
設
整
備
事
業
に
よ
り
、
ほ

だ
木
造
成
、
機
械
器
具
等
の
導

入
に
助
成
し
、
そ
の
生
産
拡
大

と
品
質
向
上
を
は
か
り
ま
す
。�

一
大
産
地
と
な
っ
た
山
ぶ
ど
う

は
、品
質
向
上
と
販
路
の
拡
大
、

加
工
体
制
の
確
立
に
む
け
支
援
�

快
適
な
環
境
と
安
全
�

で
住
み
よ
い
む
ら
を
�

め
ざ
し
て
�

地
域
活
力
を
創
造
す
�

る
産
業
の
展
開
を
め
�

ざ
し
て
�
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し
、
所
得
の
安
定
向
上
に
つ
と

め
ま
す
。�

　
ま
た
、林
道
中
沢
広
内
線（
仮

称
）
の
整
備
に
向
け
、
測
量
、
設

計
を
す
す
め
ま
す
。�

水
産
業
　
秋
サ
ケ
の
水
揚
高
は
、

前
年
並
み
の
魚
価
高
に
も
助
け

ら
れ
、
好
調
だ
っ
た
昨
年
を
わ

ず
か
に
下
回
り
ま
し
た
が
、
漁

協
自
営
定
置
網
は
５
年
ぶ
り
の

豊
漁
で
あ
っ
た
前
年
を
さ
ら
に

上
回
り
ま
し
た
。
ア
ワ
ビ
漁
も

単
価
で
は
前
年
を
大
幅
に
下
回

り
ま
し
た
が
、
数
量
で
カ
バ
ー

し
、
水
揚
高
も
前
年
を
上
回
り

ま
し
た
。�

　
サ
ケ
稚
魚
の
ふ
化
放
流
機
能

の
向
上
の
た
め
、
下
安
家
漁
業

協
同
組
合
が
実
施
す
る
ふ
化
場

の
井
戸
の
新
設
と
飼
育
池
の
壁

面
塗
装
に
対
し
、支
援
し
ま
す
。�

　
村
内
外
の
評
価
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
販
売

力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、

野
田
村
漁
業
協
同
組
合
が
実
施

す
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
蓄
養
施
設
の

増
設
に
支
援
し
、
ホ
タ
テ
小
型

貝
の
流
通
の
た
め
貝
毒
検
査
費

用
へ
の
助
成
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
ヒ
ラ
メ
の
放
流
や
ア
ワ

ビ
種
苗
放
流
の
経
費
へ
の
助
成

を
継
続
し
、
漁
家
の
経
営
安
定

向
上
に
支
援
し
ま
す
。�

����������������　
漁
港
機
能
の
充
実
強
化
を
は

か
る
た
め
、
野
田
漁
港
の
計
画

的
な
整
備
を
県
に
要
望
し
、
玉

川
漁
港
は
北
沖
防
波
堤
の
築
堤
、

下
安
家
漁
港
は
北
防
波
堤
の
築

堤
を
す
す
め
ま
す
。�

商
工
業
　
経
営
環
境
の
向
上
の

た
め
、村
商
工
会
が
お
こ
な
う
、

村
内
共
通
商
品
券
発
行
事
業
に

支
援
し
ま
す
。�

観
光
　
久
慈
広
域
観
光
協
議
会

と
、グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
体
験
･
交
流
型
観
光
へ
の
移

行
を
は
か
り
ま
す
。�

　
「
の
だ
砂
ま
つ
り
」
や
「
観
光

ま
つ
り
」な
ど
各
イ
ベ
ン
ト
は
、

魅
力
あ
る
地
域
資
源
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
誘
客
の
た
め
支
援
し

ま
す
。�

　
特
産
品
と
し
て
の「
ホ
タ
テ
」

や
「
の
だ
塩
」
を
核
に
、
ネ
ッ
ト

販
売
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
新
た
な
特

産
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と
り
く

み
ま
す
。�

出
稼
ぎ
労
働
者
対
策
　
出
稼
ぎ

労
働
者
就
労
懇
談
会
を
ひ
き
つ

づ
き
開
催
し
、
就
労
情
報
提
供

を
行
い
、
多
項
目
健
診
な
ど
就

労
者
の
援
護
対
策
に
つ
と
め
ま

す
。�

　
就
労
者
が
高
度
な
技
術
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
技
能
訓
練
、

資
格
取
得
に
つ
い
て
、
労
務
者

協
会
と
と
も
に
と
り
く
み
ま
す
。�

�����　
地
方
分

権
の
推
進

等
、
地
方

自
治
体
を

と
り
ま
く

環
境
が
急

速
に
変
化

す
る
な
か
、

村
民
と
情

報
を
共
有

し
、対
話
と
合
意
を
基
本
に
、住

民
と
行
政
が
連
携
し
て
村
づ
く

り
を
す
す
め
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
各
種
団
体
と
連

携
し
、
21
世
紀
む
ら
づ
く
り
委

員
会
の
活
性
化
や
む
ら
づ
く
り

運
動
推
進
協
議
会
の
活
動
を
支

援
、「
結
い
」
と
「
協
働
」
に
よ
る

む
ら
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。�

男
女
共
同
参
画
　
「
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」
を
昨
年
度
末
に

策
定
し
、今
後
、男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
と
り
く
み
ま
す
。�

　
地
方
分
権
な
ど
時
代
の
要
請
、

多
様
化
す
る
行
政
課
題
や
住
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

推
進
す
る
た
め
、
第
４
次
野
田

村
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

事
務
事
業
の
適
正
化
や
財
政
運

営
の
健
全
化
に
つ
と
め
ま
す
。�

秋さけは豊漁でした�

のだ砂まつり�

住
民
と
行
政
の
連
携
�

に
よ
る
計
画
の
推
進
�

を
め
ざ
し
て
�

＜
ハ
ー
ド
事
業
＞
�

村
消
防
団
第
５
分
団
屯
所
新

築
　
　
　
　
１
２
８
０
万
円
�

玉
川
地
区
防
火
水
槽
設
置
�

５
０
０
万
円
�

林
道
中
沢
広
内
線（
仮
称
）整

備
　
　
　
　
　
６
３
０
万
円
�

ホ
タ
テ
ガ
イ
蓄
養
施
設
拡
大

補
助
　
　
　
１
３
５
０
万
円
�

さ
け
ま
す
増
殖
施
設
整
備
事

業
費
補
助
金
�６

６
３
７
万
円
�

舘
公
園
線
・
城
内
二
又
線
改

良
舗
装
　
　
８
０
１
０
万
円
�

明
内
川
河
川
整
備
に
伴
う
周

辺
道
路
整
備
�

９
５
０
万
円
�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
更
新（
２
台
）�

２
３
５
６
万
円
�

学
校
耐
震
補
強（
小
・
中
学
校
）�

１
億
３
２
６
５
万
円
�

＜
ソ
フ
ト
事
業
＞
�

三
鉄
利
用
促
進
事
業
奨
励
金
�

50
万
円
�

県
立
久
慈
工
業
高
等
学
校
を

守
り
育
て
る
会
補
助
金
�

１
１
８
万
円
�

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
�

１
１
８
８
万
円
�

あ
た
ら
し
い
事
業
�



村行政組織と事務分担表が変わりました�
◎村長部局�

村長・小田祐士（内線 100）　副村長・坂本延雄（内線 101）�

人事異動により各課などの村職員の人員配置や、�
担当する事務・事業が次のとおりになりました。�

係員　※太字は定期異動者。（　)は嘱託・臨時職員。(県)�
は県職員。（兼)は兼務、（新)は新採用、（併)は併任��

主 な 事 務 ・ 事 業 �
課　　　室�

(直通の電話番号)

主査・貮又正貴 

庁舎･職員の管理、村の財産管理、予算･財政、消�
防防災、情報公開、村長秘書、文書受け付け、電�
話交換、行政連絡員�

総合計画、友好交流事業、交通政策、企業誘致、�
広報、統計調査、バス交通�

21世紀むらづくり委員会、請願･陳情処理、住民�
懇談会�

庶務財政班（111､112､113､114） 総括主査・辻鼻一男、�
主査・土橋容子、同・小野寺輝彦(併）、同・八幡重光、�
主査・上山晃、（中居愛）�

大平利矢＝久慈広域連合派遣�総 務 課 付 �

総　務　課�
課長・米田忠一�
78-2111（110）�

総合政策室�
室長・小谷地英正�

（117） 

住民福祉課�
課長・岩城啓二�
78-2927、2928 
（130） 

産業振興課�
課長・外舘則男�
78-2926（120）�

税　務　課�
課長・原田文雄�
78-2930（150）�

地域整備課 
課長・米田一志�
78-2932、2933 
（210） 

国 民 宿 舎�
支配人・鈴木清一�

78-2225 

出　納　室�
会計管理者兼�
出納室長･沢里清公�
78-2931（160）�

保健福祉班（131､132､135､136）　総括主査・田中和弘、�
主任主査・明内重雄、主任主査・前田宏志、主査・小野�
寺勝幸、保健師・大上有子、同・中村佳津美、（栄養士・�
小野優子）、（看護師・葛巻美穂子）�

農林班（121､122）　主幹兼総括主査・松本良治、主任�
主査・新山雄一、主査・前川浩一、主事・田中美津紀（新）�

水産商工班（125）　総括主査・大崎剛、主任主査・明�
内和重、（外舘麻美）�

税務班（151､152､153）　主幹兼総括主査・前田有好、�
主任主査・湯山修、主査・小屋畑浩明、同・小野寺勝�

土木班（211､212）　主幹兼総括主査・熊谷清志、主査・�
大沢勝利、同・前川満、（佐藤朱）�

水道班（225）　総括主査・下向邦武、主事・高田光晴�

下水道班（221､222）　主幹兼総括主査・宇部浩一、主�
査・神田康弘、同・藤森秀規�

調理長・（猪股修）、（坂本和也）、（南川洋子）、（弐又めぐ�
み）、（大沢厚見）、（田中彩香）、（欠畑望）、（佐々木幸子）、�
（山形さち子）、（米田まゆみ）、（北田幸太郎）�

会計班（161）主査・小谷地鉄也、（下向和代）�

戸籍、住民登録、労働福祉、人権擁護、交通安全、�
国保事業、老人医療、後期高齢者医療、乳幼児・�
妊産婦・障害者(児)・母子･寡婦医療、国民年金、�
消費者生活�

ごみ対策、犬の登録、予防接種・検診、生活保護、�
児童手当、介護保険、保育所・児童館、老人・障�
害者自立支援・母子福祉�

農業生産振興・経営改善・流通、農道・ほ場・集�
会所など基盤整備、農村生活改善、林業、畜産�

水産、観光、商工業、国民宿舎�

納税証明、住民・固定資産・軽自動車・国保の各�
税、納税組合、家屋評価・地籍図�

漁港建設、村道改良・管理、河川改修、都市計画、�
建築確認、村営住宅�

水道施設の維持管理、水道使用料�

公共下水道、集落排水事業・施設の維持管理、使�
用料、合併処理浄化槽�

国民宿舎えぼし荘の運営�

支出・収入の審査確認、会計諸帳簿の管理、村の�
公共料金窓口、県収入証紙�

選挙管理委員会事務局 

農業委員会 

監査委員 

議会事務局  78-2934（200､201）�局長・吉田照夫、総括主査・中居正美(併）、主事・小野寺修一(併)

局長・吉田照夫(併）、中居正美(併）、小野寺修一�

局長・吉田照夫(併）、中居正美、小野寺修一(併)

書記長・米田忠一(併）、小野寺輝彦�

◎議会・各種委員会事務局�

給食センター�

小 中 学 校 �

事　務　局�

教育次長 
米田　收�

78-2936（451）�

表彰、委員会の組織・予算・財産管理�総務班（453）　主査・古山秋男�

学校教育班（452､453）　総括主査・泉澤弘、指導主事・�
柏木廣喜(県)、英語指導助手・ジェマ・クラーク�

生涯学習・教育振興事業、青少年健全育成、芸術�
文化、文化財の指定・保護、ＩＴ講習、家庭教育・�
いきいき講座�

小中学校の管理・運営、児童生徒の就学・安全衛�
生・福利厚生、通学バスの運行管理、教育研修指�
導、学校給食�

スポーツ・レクリエーションの奨励、総合運動公�
園など体育施設の管理・運営、各種スポーツ大�
会・講習会�

生涯学習文化班（454）　総括主査・中村一浩、主事・廣�
内鉄也、社会教育指導員・林崎みさ、アジア民族造形館�
（川土則子）�

生涯スポーツ班（455､456）　主幹兼総括主査・中川昇、�
主事・中野誠、（広内南）�

所長・米田收(兼）、中川昇(兼）、栄養職員（米田三枝子)、（菊地浩美）�

小学校用務員（狩野透）、中学校用務員（山田和子）�

◎教育委員会�

住民生活班（141､142､143）　総括主査・小屋畑勝久、�
主査・下畑利明、主事・島川英知�
（辻鼻美穂子）、（金子昌子）、（松場麻美子）�

企画調整班（115､116）　総括主査・中村剛、主査・中�
野俊男、（下向恵理）�

平成20(2008)年4月号　No.421　広報のだ�6
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　歳入　村に入るお金（歳入）はその性質によって自

主財源と依存財源に分けられます。自主財源は、村

税や村の施設の使用料・手数料など村が独自に集め

ることができるものです。依存財源は、適切に地方

自治が運営できるように国が、自治体に国税の一定

割合を交付する地方交付税や、国・県などからの補

助金、そして村の借金に当たる村債などです。�

　村税など自主財源の総額は5億5,394万円で全体

の20.4％、国や県などから交付される補助金などの

依存財源の総額は21億5,617万円、79.6％で歳入の

大部分を依存財源が占めています。�

予算�予算�予算� 億円�億円�億円�

一般会計�
■民生費�
・医療費助成　　　　　　　　　　　　　　 2,284万円�
・障害者自立支援給付費等　　　　　　　　 4,260万円�
・保育所運営費　　　　　　　　　　　　　 9,987万円�
・後期高齢者医療事業　　　　　　　　　　 4,754万円�
■農林水産業費�
・ホタテガイ蓄養施設拡大整備費補助金　　 1,350万円�
・さけます増殖施設整備費補助金　　　　　 6,637万円�
・漁港整備（玉川・下安家）　　　　　　　 8,045万円�
・林道中沢広内線(仮称)の測量設計　　　　　 630万円�
■商工費�
・住宅リフォーム奨励　　　　　　　　　　　 100万円�
■土木費�
・道路改良（城内二又線、舘公園線）　　　 8,010万円�
・明内川河川整備に伴う道路整備　　　　　　 950万円�
■消防費　�
・５分団屯所新築整備　　　　　　　　　　 1,280万円�
・玉川地区防火水槽設置　　　　　　　　　　 500万円�
■教育費�
・スクールバス更新　　　　　　　　　　　 2,356万円�
・小・中学校耐震改修（地震補強）　　 １億3,265万円�
�
特別会計�
●農業集落排水事業費�
・米田地区農業集落排水施設工事　　　　　 3,139万円�
●公共下水道事業費�
・公共下水道施設整備事業　　　　　　 １億1,572万円�
●簡易水道事業�
・野田簡易水道拡張事業費など　　　　 １億6,393万円�

主な事業を紹介します�

　歳出　新規事業の主なものは、後期高齢者医療事

業に4,754万円、さけます増殖施設整備費補助金と

して6,637万円、道路改良（城内二又線、舘公園線）

に8,010万円、５分団屯所新築整備に1,280万円、

スクールバス更新に2,356万円、小・中学校耐震改

修（地震補強）に１億3,265万円が使われます。�

村民ひとりあたりでは、�

○予算額　　　　　　53万9,755円�
○村　税　　　　　　 6万1,145円�
○借金（村債）残高　　63万2,819円�
※数値は一般会計、人口は5,021人（平成20年3月31日現在）で計算�

740万円�

２億4,968万円�公 共 下 水 道�

9,135万円�

4,530万円� △89.5

3,480万円�

６億3,000万円�

老　 人　 保　 健�

国 民 健 康 保 険�

漁 業 集 落 排 水�

27億1,011万円�

後期高齢者医療�

農 業 集 落 排 水�

△13.3

△22.3簡　 易　 水　 道�

△3.1

37.7

△49.9

皆増�

２億4,887万円�

0.4国　 民　 宿　 舎� １億3,433万円�

前年比(％)20年度予算�

△1.8　　一　 般　 会　 計�

区　　　　　分�

特
別
会
計
�

各会計の予算額�

　平成20年度の予算が村議会３月定例会で決まりま
した。一般会計予算の予算額は27億1,011万円で、昨
年度に比べ4,904万円、1.8％の減少となりました。�
　ここでは、わたしたちの生活に最も身近な一般会計
予算のあらましを紹介します。�

（太字は新規事業）�

歳入�
27億1,011万円�

自主財源�
　（20.4％）�

依存財源�
（79.6％）�

村税�
3億701万円�
（11.3％）�

繰入金�
1億5,957万円�
（5.9％）�

その他　�
8,736万円�
（3.2％）�

地方交付税�
13億3,900万円�
（49.4％）�

県支出金�
2億2,865万円�
（8.5％）�

村債�
3億2,880万円�
（12.1％）�

国庫支出金�
1億8,021万円�
（6.7％）�

その他�
7,951万円�
（2.9％）�

歳出�
27億1,011万円�

農林水産業費�
3億3,414万円�
（12.3％）�

公債費�
4億7,414万円�
（17.5％）�

民生費�
3億9,690万円�
（14.7％）�総務費�

3億7,503万円�
（13.8％）�

土木費�
2億5,709万円�
（9.5％）�

教育費�
3億8,144万円�
（14.1％）�

衛生費�
2億340万円�
（7.5％）�

消防費�
1億7,341万円�
（6.4％）�

商工費�
6,282万円�
（2.3％）�

議会費�
4,815万円�
（1.8％）�

その他�
359万円�
（0.1％）�

平成20年度�平成20年度�
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久
慈
登
さ
ん（
82�
歳
・

門
前
小
路
）が
80
歳
で

20
本
以
上
も
自
分
の

歯
が
残
っ
て
お
り
、お

口
の
健
康
が
良
好
の

た
め
、歯
科
保
健
衛
生

の
模
範
と
さ
れ
岩
手

県
歯
科
医
師
会（
箱
崎

守
男
会
長
）か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。�

　
久
慈
さ
ん
か
ら
秘

訣
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。�

　
―
普
段
か
ら
酒
、タ

バ
コ
は
や
ら
ず
、食
べ

物
に
好
き
嫌
い
も
な
い
。

か
た
い
も
の
で
も
よ

く
食
べ
、歯
磨
き
は
朝

夕
か
か
さ
な
い
。和
食

を
好
み
、も
ち
ろ
ん
虫

歯
は
一
本
も
な
い
。「
入

れ
歯
を
取
っ
て
く
だ

さ
い
ね
」と
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
笑
い

話
も
…
。�

県
歯
科
医
師
会
が
表
彰

県
歯
科
医
師
会
が
表
彰
�

県
歯
科
医
師
会
が
表
彰
�

　
２
月
17
日
に
岩
手
県
営
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
岩
手
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
柔
道
大
会
で
、
小

学
生
団
体
戦
に
出
場
し
た
直
心

館（
小
田
實
美
館
長
・
道
場
生
42

名
）が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
基
本
と
な
る
形
を
見

る「
形
演
武
」で
は
小
野
翔
也
君

（
６
年
）
、
間
明
渉
君
（
同
）
が
優

秀
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。�

▼
無
火
災
竿
頭
綬
�

野
田
村
消
防
団
�

▼
岩
手
県
知
事
表
彰（
功
績
章
）�

分
団
長
　
岩
岡
吉
比
古
�

分
団
長
　
廣
内
　
行
雄
�

▼
岩
手
県
消
防
協
会（
功
労
章
）�

分
団
長
　
藤
森
　
俊
勝
�

▼
岩
手
県
消
防
協
会（
功
績
章
）�

副
分
団
長
　
澤
口
　
栄
一
�

▼
岩
手
県
消
防
協
会（
表
彰
状
）�

婦
人
消
防
協
力
隊
　班
長
　
野
竹
ひ
ろ
み
�

▼
岩
手
県
消
防
協
会
感
謝
状（
内
助
功
労
）�

分
団
長
令
夫
人
　
廣
内
て
い
子
�

▼
日
本
消
防
協
会
表
彰（
精
績
章
）�

副
団
長
　
中
村
　
清
紀
�

▼
日
本
消
防
協
会
表
彰（
勤
続
章
）�

班
長
　
中
村
　
賢
治
�

▼
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰
（
永

年
勤
続
功
労
章
）�

副
団
長
　
南
川
　
　
豊
�

（
階
級
は
受
章
時
点
で
す
）�

　
平
成
19
年
度
消
防
表
彰
式
が

３
月
19
日
に
お
こ
な
わ
れ
、
長

年
に
わ
た
る
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
野
田
村
消
防
団
（
弐
又
文

雄
団
長
）
な
ど
次
の
と
お
り
受

章
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。�

　
村
で
は
消
防
支
援
団
員
の
辞

令
交
付
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。�

消
防
団
の
Ｏ
Ｂ
14
名
が
再
任
用

さ
れ
日
中
の
災
害
に
活
躍
し
ま

す
。�

　
消
防
支
援
団
員
と
は
？
�

　
村
外
で
仕
事
を
す
る
団
員
も

少
な
く
な
い
た
め
、
日
中
の
火

災
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
、
団
員
経
験
者
な
ど
を
消
防

支
援
団
員
に
再
任
用
し
村
の
防

災
力
を
維
持
し
、
昼
間
の
団
員

確
保
や
地
域
の
防
災
力
ア
ッ
プ

の
た
め
全
国
的
に
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
水
火
災
等
の
災
害
に
は
消
防

団
員
と
ほ
ぼ
同
じ
活
動
内
容
と

な
り
ま
す
が
、
行
事
や
訓
練
等

に
は
参
加
し
な
い
も
の
で
す
。�

し
ょ
う
　
や
�

か
た
�

か
た
　え
ん
　
ぶ
�

し
ょ
う
�

か
ん
　と
う
　
じ
ゅ
�

３位の直心館チーム。前列左から仲村瞬輝君、明内愛美さん、米田早世さん、�
後列左から小野魁斗君、中野修源君、辻鼻拓哉君、中野経清君�

小
学
生
団
体
で「
直
心
館
」が
３
位
に
�

「
形
」
演
武
で
も
優
秀
に
�

か
た
�

県
の
消
防
表
彰
を
�

受
章
し
ま
し
た
�

日中の災害は消防支援団員におまかせを�
弐
又
文
雄
村
消
防
団
長
か
ら
辞
令
書
�

を
受
け
る
小
野
寺
誠
一
さ
ん（
左
）　
�



生�涯�学�習�コ�ー�ナ�ー�

LIBRARY

■５月の『おはなし会』�
　図書館ボランティアグループ「あっぷっぷ」に

よる読み聞かせの会です。�

　読み聞かせのほかにも手遊びや歌遊び、折り紙

遊びなどもあります。今月から部屋が変わりまし

たので、お子さんとご一緒に気軽においでくださ

い。�
【日時】５月10日（土） 13：30～14：00�

【場所】村生涯学習センター　談話室�

�

■新刊紹介�
「高橋まゆみ作品集　草の道」�
　　高橋まゆみ�

　野良で憩う老夫婦と孫たち。

姿が見えなくなるまで手を振る

おばあちゃん。郷里に生きる人々

の深い表情に刻み込まれたたく

ましさ。体温さえ伝わってくる

ような創作人形の世界を味わっ

てみませんか。�

　表情豊かで、今にも動き出し

そうな人形を見ていると、じんわりと心が温かくなる

写真集です。�

図書館だより��

【問い合わせ先】村立図書館　TEL78－2938

　ようやく、暖かくなり春らしくなってきましたね。�

　先日、初めて日本の卒業式に出席しました。ニ

ュージーランドの卒業式とはだいぶ違うので、と

ても興味を持ちました。理由は、日本の卒業式は

とても厳かで儀礼的だからです。でも、中学校の

卒業を祝う会では、生徒や保護者、先生とたくさ

ん話したり笑ったりでとても楽しかったです。中

学校の卒業生は、小学校以来初めて、別々の学校

に別れて高校に進学することになるので、とても

悲しいと思います。日本では３月は「さようなら」

を言う季節なんですね。�

　３月に行われた“十府ヶ浦オープン”パークゴ

ルフ大会に参加しました。初めてのパークゴルフ

では最下位でしたがとても楽しかったのです！こ

れからたくさん練習して上達したいと思います。�

　５月に八戸市のうみねこマラソン大会に出場し

ます。練習のためジョギングを始めましたので、

見かけたら、声をかけてくださいね。�

　体育指導委員自主事業“十府ヶ浦オープン”パー

クゴルフ大会が３月20日、十府ヶ浦パークゴルフ

場で開かれました。大会には、初心者からベテラン

まで34名が参加し、楽しく交流しながらプレーし

ました。９組に分かれて、「はまなす」「うみねこ」「く

ろまつ」「せきれい」の４コースをまわり、スコアを

競いました。なかでも、４人がホールインワンを出

し、大会を盛り上げました。�

　大会結果は次のとおりです。�

　優　勝　佐藤　　勲（旭町）�

　準優勝　鈴木　　實（玉鉱）�

　第３位　柳幸　善六（下明内）�

　　　　　大沢　俊夫（門前小路）�

GEMMA'S LIFE

マラソン大会に出場します！！�

春風を感じて  さわ
やかプレー�春風を感じて  さわ
やかプレー�

春風を感じて  さわ
やかプレー�

おごそ�
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村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
会
長
・
小
田
祐

士
村
長
）
、
村
交
通
安
全
母
の
会
（
中
川
幸
子

会
長
）
な
ど
村
内
の
五
つ
の
団
体
が
、
野
田
小

の
新
一
年
生
に
安
全
で
楽
し
い
学
校
生
活
を
願

い
、
黄
色
い
帽
子
や
傘
、
防
犯
ベ
ル
な
ど
「
地

域
安
全
七
つ
道
具
」
と
称
し
た
交
通
安
全
グ
ッ

ズ
を
贈
り
ま
し
た
。
�

　
贈
呈
式
は
３
日
、
同
校
校
長
室
で
行
わ
れ
、

関
係
団
体
を
代
表
し
、
村
交
通
安
全
母
の
会
の

中
川
会
長
が
沢
里
優
子
校
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
�

　
地
域
全
体
が
関
心
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
�

　村では、さらにきれいなむらにしようと意識を高め

るため、クリーンパートナー（※）になるとかわいい“の

んちゃん缶バッジ”を希望者に差し上げています。（限定

300個）�

　また、野田小学校の松川橋付近と中学校近くの姉取

橋のところに“のんちゃん”が呼びかける看板を設置

するとともに、難聴者のための携帯助聴器を購入し役

場窓口に備えています。どうぞご利用ください。�

　これは、岩手県長寿社会振興財団（高齢者保健福祉

基金）から助成を受けているものです。�

ごみの減量化へ　―⑫�

「ごみ」真剣に減量化を考えよう！�
健康でごみのないむらに！�

沢
里
校
長
に
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
を
手
渡
す
�

中
川
会
長（
左
）�

松川橋付近に“のんちゃん”看板を設置しました�
ごみがあったら勇気をもって拾いましょうネ�
松川橋付近に“のんちゃん”看板を設置しました�
ごみがあったら勇気をもって拾いましょうネ�

　国では、平成17年度に中山間地域等直接支払制

度の全体について見直しを行い、これまでの傾斜

などで農業生産条件の悪い農地を保全するなどの

要件のほかに、将来に向けて継続的な農業生産活

動を行っていくための、前向きな取り組みを促す

仕組みに改善しました。�

　この制度は、平成17年度から21年度までの５年

間実施するものです。�

　村では２つの集落が協定を結び、共同での泥上

げや草刈り作業を行い、農道や水路の管理耕作放

棄地の発生を防止し、多面的機能の確保を図るな

どの事項が定められています。�

　また、集落協定が目指す、将来の農業生産活動

等の体制整備に向けた、積極的な活動も行われて

います。�

■平成19年度中山間地域等直接支払交付金交付額�
�

�

�

�

【問い合わせ先】役場産業振興課☎78-2926

好
き
で
す
！
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
野
田
村
�

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
�

　
　
　
　
　
　
　

な
ど
を
贈
り
ま
し
た
�

中山間地域等直接支払制度�
平成19年度の実施状況は？�

　ごみの不法投棄を防ぎ、きれいなむらを
推進するボランティアです。�
　活動は、通常の生活でごみを拾うことや、
不法投棄があったら役場住民福祉課（☎78-
2927）へ通報することです。現在、会員募集
中です。�

※クリーンパートナーとは？�

協定基準･地目�協定面積(㎡)

上明内�

集落名�

急傾斜地･田� 33,489

72,200急傾斜地･田� 577,600

1,280,869

703,269

交付額(円)

米　田�

合　計� 105,689

さ
ち
　
こ
�

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
�

会
員
バ
ッ
ジ
�
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。
�

◎
対
象
�

　
村
民
が
村
内
事
業
所
に
よ
り

行
う
30
万
円
以
上
（
税
抜
）
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
。
�

　
た
だ
し
、
村
税
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
や
他
の
助
成
を
受

け
て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。
�

◎
内
容
�

　
住
宅
の
改
修
・
修
繕
（
既
存

住
宅
の
工
事
で
、
住
宅
の
維
持
・

機
能
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
）
で
す
。
�

　
た
だ
し
、
住
宅
の
新
築
・
増

改
築
、
上
下
水
道
配
管
工
事
、

浄
化
槽
本
体
工
事
、
外
構
工
事
、

工
事
を
と
も
な
わ
な
い
設
備
・

機
器
等
の
設
置
費
は
対
象
外
で

す
。
�

◎
奨
励
金
�

　
対
象
工
事
費
の
10
％
以
内
の

「
野
田
村
共
通
商
品
券
」
を
10
万

円
を
限
度
に
交
付
し
ま
す
。
�

【
問
い
合
わ
せ
先
】
�

役
場
産
業
振
興
課
水
産
商
工
班

☎
78
―
２
９
２
６
（
内
１
２
５
）
�

北海道様似町�
友好町村だより�

アポイの樹風呼ぶまち�
こ　かぜ�交

通
安
全
街
頭
�

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
�

106�

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
、
４
月
10
日
、
様
似
町
役

場
前
国
道
３
３
６
号
線
沿
道
で「
交

通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、あ
い
に
く
の
肌
寒
い
日

で
し
た
が
、参
加
し
た
約
１
０
０
名

の
関
係
者
が
交
通
安
全
の
タ
ス
キ

を
掛
け
、
小
旗
を
掲
げ
、
通
過
車
両

を
は
じ
め
、地
域
住
民
に
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た

め
に
、町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性

部
が
作
製
し
た
、カ
エ
ル
の
顔
を
か

た
ど
っ
た
交
通
安
全
の
マ
ス
コ
ッ

ト
も
ド
ラ
イ
バ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。丸
い
し
ん
に
飾
り
糸

を
丁
寧
に
巻
き
付
け
、目
や
口
を
付

け
て
仕
上
げ
、カ
エ
ル
の
マ
ス
コ
ッ

ト
に
は
「
無
事
帰
る
」
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
本
町
は
、交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

日「
１
５
２
６
日
」（
４
月
10
日
現
在
）

を
継
続
し
、日
高
管
内
の
記
録
を
更

新
中
で
す
が
、
冬
か
ら
春
に
な
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
も
気
が
緩
み
や
す
く
、

交
通
事
故
の
危
険
度
が
増
し
て
く

る
こ
の
時
期
、交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
日
「
２
０
０
０
日
」
を
次
の
目
標

と
し
て
、一
層
の
交
通
安
全
運
動
を

町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。�

快
適
な
生
活
の
た
め
�

し
ゅ
ん
　こ
う
�

か
ず
　
み
�

　
野
田
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

が
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
北

田
俊
光
氏
（
59
歳
・
門
前
小
路
）、
南

川
和
巳
氏
（
55
歳
・
玉
川
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
�

　
任
期
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。
�

　
村
で
は
５
月
か
ら
村
営
バ
ス
の
運

賃
を
全
区
間
で
一
律
１
０
０
円
と
し

ま
す
。
�

　
さ
ら
に
運
賃
無
料
対
象
者
を
拡
大

し
、
フ
リ
ー
乗
降
制
度
（
一
部
を
除

き
、
自
由
に
乗
り
降
り
可
能
）
も
導

入
し
利
用
を
促
進
し
ま
す
。
�

　
こ
れ
ま
で
の
子
供
運
賃
は
、
小
学

生
が
半
額
、
中
学
生
が
通
常
料
金
で

し
た
が
、
今
後
は
、
中
学
生
以
下
は

す
べ
て
無
料
と
な
り
ま
す
。
障
害
者
、

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
返
納
者
等
も

新
た
に
無
料
と
な
り
ま
す
。
�

（
く
わ
し
く
は
広
報
３
月
号
を
ご
覧

願
い
ま
す
）
�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
�

員
を
選
任
し
ま
し
た
�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
�

員
を
選
任
し
ま
し
た
�

村
営
バ
ス
が
一
律
　
円
�

さ
ら
に
無
料
枠
拡
大
も
�

5
月
か
ら
�

平
成
20年５月

１

日
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妊
婦
さ
ん
の
�

　
　

健
康
づ
く
り
�

保
健
室
だ
よ
り
�

中村佳津美�
保健師�

　
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。今
年
度
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
や

保
健
指
導
が
始
ま
る
な
ど
、
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
も
新
し
い
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。�

　
妊
婦
さ
ん
が
受
け
る
健
診
回
数
を

４
月
か
ら
増
や
し
ま
し
た
。
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
後
、
出
産
ま
で
定
期

的
に
受
け
る
妊
婦
健
診
の
う
ち
公
費

負
担
を「
２
回
」か
ら「
５
回
」に
し
た

も
の
で
す
。�

　
５
回
と
し
た
理
由
は
、�

①
　
経
済
的
な
負
担
を
減
ら
し
、
妊
�

娠
週
数
に
応
じ
た
健
診
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
�

②
　
適
し
た
時
期
に
健
診
を
受
け
る
�

こ
と
で
母
子
の
健
康
を
守
り
、
安

心
・
安
全
に
妊
娠
期
を
過
ご
し
、出

産
を
迎
え
る
た
め
�

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。�

　
母
子
の
健
康
を
守
る
た
め
定
期
健

診
は
も
ち
ろ
ん
、
妊
娠
が
わ
か
っ
た

ら
な
る
べ
く
早
く
受
診
し
、
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
早
い
時
期

か
ら
お
母
さ
ん
・
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
望
ま
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
大

切
で
す
。�

　
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
妊
娠
に
気

づ
く
妊
娠
２
ヵ
月
こ
ろ
に
は
身
体
の

各
器
官
が
で
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
（
乳
歯
）
も
、「
芽
」
と

な
る
部
分
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る

に
は
、
普
段
か
ら
の
生
活
習
慣
が
と

て
も
大
事
に
な
り
ま
す
。食
事
・
睡
眠

は
も
ち
ろ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響

の
大
き
い

”た
ば
こ
“
は
、
妊
婦
自

身
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
囲
の
人

の
気
遣
い
も
か
か
せ
ま
せ
ん
。�

�����　「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」を
ご
存
知

で
す
か
？
�

　
こ
れ
は
、妊
産
婦
が
身
に
つ
け
、周

囲
が
妊
産
婦
へ
の
配
慮
を
示
し
や
す

く
し
、「
妊
産
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ

く
り
」
の
た
め
使
わ
れ
て
い
る
マ
ー

ク
で
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け

た
方
が
近
く
に
い
た
ら
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
、
席
を
譲
る
と
い
っ
た
配

慮
を
し
た
ら
、
き
っ
と
よ
ろ
こ
ば
れ

ま
す
よ
。�

　春の狂犬病予防注射と登録受付を右表の日程で行います。

生後91日以上の犬の飼主は、毎年１回、狂犬病予防注射

を受けさせることに法律で定められています。愛犬のため

にも忘れずに予防注射をしましょう。対象地区以外でも受

けることができます。�

【実施日】５月20日（火）～21日（水）�

【料　金】新規登録の犬  6,100円、�

　　　　 登録済みの犬  3,100円�

【用意するもの】新規登録の場合は印鑑が必要です。役場

から送られた「予防注射実施案内ハガキ」は必ずお持ち下

さい。�

【問い合わせ先】役場住民福祉課 ☎78-2927

犬の注射日程�

　8：50～　9：00� 中 　 平 �

対象地区�

中学校正門入口付近�

　9：25～　9：35� 大 　 葛 �大 葛 公 民 館 前 �

　9：45～　9：50� 種 　 綿 �種 綿 バ ス 停 前 �

10：00～10：10� 横 合 全 域 �横合中央公民館前�

10：20～10：25� 間 　 明 �間 明 公 民 館 前 �

10：35～10：40� 日 形 井 �日形井バス停前�

10：55～11：00� 沢 　 山 �沢 山 バ ス 停 前 �

11：10～11：15� 和 野 平 �和野平バス停前�

11：25～11：35� 米 　 田 �米 田 公 民 館 前 �

11：45～11：55� 上・下泉沢�泉 沢 公 民 館 前 �

13：10～13：20� 南 浜 �南 浜 公 民 館 前 �

13：35～13：45� 玉川・玉鉱�旧漁協玉川支所前�

14：00～14：10� 根 　 井 �根 井 公 民 館 前 �

14：30～14：40� 下 安 家 �下安家公民館前�

　9：00～　9：10� 中 　 沢 �中沢ＪＲバス停前�

　9：20～　9：30� 広 　 内 �広 内 公 民 館 前 �

　9：50～10：00� 港・下新山�港 公 民 館 前 �

10：15～10：25� 上・中新山�新 山 公 民 館 前 �

10：40～10：50� 北 　 区 �村田歯科医院向�

11：05～11：15� 下 明 内 �下明内公民館前�

11：30～11：40� 上 明 内 �旧上明内公民館前�

13：00～13：30� 上記以外の地区�野 田 分 署 前 �

日　　時� 実  施  場  所�

・狂犬病予防注射は忘れずに必ず受けましょう。�
　忘れて受けない犬も散見されます。犬を飼ったら必ず登録

し予防注射を接種し注射済票を受け取りましょう。�

・放し飼いや紐を着けない散歩は絶対やめましょう。�
　どんなに小さくかわいい犬でも、世の中には犬は怖くて苦

手という方もおります。�

　犬が戯れたつもりでも、子どもを追いかけ恐怖心を与えた

り思わぬ事故を起こさないためにも犬の放し飼いや紐を着け

ない散歩は絶対やめましょう。�

　また、春先は犬猫の発情期につき、望まない犬猫を増やさ

ないためにもしっかりつないで飼いましょう。�

・飼っている犬がいなくなったら�
　すぐに役場か保健所に届けてください。捕獲した場合、首輪�

の有無にかかわらず事故防止のため１週間程で処分されます。�

狂
犬
病
の
予
防
注
射
お
忘
れ
な
く
！
�

狂
犬
病
の
予
防
注
射
お
忘
れ
な
く
！
�

5
月
20
日（
火
）�

5
月
21
日（
水
）�

月日�

ひも�

たわむ�
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　第一石産運輸㈱（越智良幸社長・本

社東京都千代田区）は４月１日、役場

応接室を訪れ目録を小田村長に手渡し

ました。�

　同社では、村道の補修などに役立て

てほしいと毎年寄付をしています。�

〜
テ
ー
マ「
卯
月
」〜
�

荷
を
下
ろ
し
嫁
ぎ
ゆ
く
君
華
や
ぎ
て
�

　
　
　
秘
め
た
る
意
志
に
幸
願
わ
く
ば
　
　
　
　
　
　
福
盛
田
信
子
�

恋
猫
は
春
め
く
日
差
し
に
背
な
押
さ
れ
�

　
　
　
窓
辺
の
下
に
待
ち
焦
が
れ
居
て
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

若
か
り
し
頃
に
詣
で
し
山
寺
の
�

　
　
　
テ
レ
ビ
に
見
た
り
こ
こ
ろ
弾
ま
せ
　
　
　
　
　
藤
村
　
夢
路
�

む
ら
さ
き
の
花
ク
ロ
ッ
カ
ス
春
�

　
　
　
庭
に
咲
き
て
老
日
な
ご
ま
せ
く
る
る
　
　
　
　
　
　
〃
�

事
ご
と
に
政
治
が
揺
ら
ぐ
ね
じ
れ
よ
り
�

　
　
　
理
と
利
の
せ
め
ぎ
時
に
お
さ
な
く
　
　
　
　
　
岩
岡
　
野
雲
�

病
院
の
階
よ
り
見
つ
む
駐
車
場
�

　
　
　
見
舞
う
人
等
の
車
交
差
す
　
　
　
　
　
　
　
　
古
山
　
静
香
�

�す
み
れ
咲
く
君
住
む
里
に
よ
う
も
ど
り
ぬ
　
　
　
　
　
田
　
　
好
美
�

賑
わ
ひ
て
夕
餉
仕
度
の
四
月
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
恵
子
�

じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
時
待
ち
て
あ
げ
雲
雀
　
　
　
　
　
小
野
　
　
満
�

雨
た
り
ず
種
ま
く
日
和
ま
つ
卯
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

ク
ロ
ッ
カ
ス
の
つ
ぼ
み
と
並
ん
で
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
福
盛
田
信
子
�

日
溜
り
に
光
あ
つ
め
て
福
寿
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
沢
ト
シ
エ
�

春
山
に
雲
連
な
り
て
旅
発
つ
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
山
　
静
香
�

雪
囲
解
き
て
曲
り
屋
保
存
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
勲
�

北
窓
を
開
き
息
つ
く
背
負
籠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

雛
の
間
築
百
年
の
梁
太
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
�

��春
が
き
た
あ
た
た
か
い
か
ぜ
き
も
ち
い
い
な
　
　
　
　
外
舘
　
奈
々
�

ふ
き
の
と
う
春
に
な
る
と
ね
顔
を
出
す
　
　
　
　
　
　
野
場
愛
也
加
�

春
に
な
り
あ
た
り
一
め
ん
花
ば
た
け
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
　
秀
人
�

食
べ
物
を
そ
ま
つ
に
し
な
い
で
た
べ
よ
う
ね
　
　
　
　
小
原
　
翔
太
�

春
の
花
う
め
や
さ
く
ら
や
チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
　
　
　
　
　
畑
村
　
昂
輝
�

む
ら
の
文
芸
�

む
ら
の
文
芸
�

短　　歌�俳　　句�図書館投句箱より�

むらから
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ひ
ば
り
�

ひ
い
な
�

ゆ
う
　

げ
�

大事に�
使わせていただきます�
第一石産運輸㈱が100万円寄付�第一石産運輸㈱が100万円寄付�

か
ご
�

　野田駐在所に着任しました沼田智彦です。国

道45号線から見える雄大な野田の海に感動し

ました。�

　安全で安心な野田村にするため、地域の皆さ

んと連携をとりながら、精一杯頑張ります。�

よろしくおねがいします�
駐在所だより�

平成８年岩手県

警採用。岩手署、

交通機動隊、大

船渡署などに勤

務。北上市出身。

彼女はヒミツ♥

プロフィル�

安心した村のため頑張ります�

小田村長に目録を手渡す渡辺専務�

【問い合わせ先】�

　久慈警察署野田駐在所 ☎78－2161

ぬま　た　とも　ひこ�



山ぶどうシャーベットが当たる！�
中学校入学式� 初めての下校�

植　樹　祭　に　行　こ　う�インターフェロン治療に助成�

三鉄の通勤定期乗車券が持参�
人式になります�

　岩手県では、４月１日からＢ型・

Ｃ型肝炎ウイルスの除去を目的に行

うインターフェロン治療（保険適用）

の医療費を助成します。�

　対象となるのは「インターフェロ

ン治療が必要と診断された方（一部

除外）」で、世帯の所得に応じ自己負

担限度額を決定します。�

【問い合わせ先】久慈保健所☎53-

4987�

�

�

�

　４月１日から三陸鉄道線内の通勤

定期乗車券は記名人以外でも自由に

お使いいただけます。（持参された方

１名に限ります）�

①休日、家族に使っていただけます�

②職場で同僚に営業などで乗車する

ときに貸してもかまいません。自由

に他の方にもお貸しできます。�

※注意①通学定期券はこれまでどお

り記名人以外は使用できません。Ｊ

Ｒ連絡の通勤定期乗車券についても、

従来どおり記名人限定です。�

※注意②記名人以外の方が使用した

場合、不正使用となり無効回収のう

え、増運賃が請求されます。�

【問い合わせ先】三陸鉄道株式会社

☎0193-62-8900

【日時】５月22日（木）10：00～14：00頃�

【会場】和佐良山（国有林内）�

【内容】カラマツなどの苗を３～５

本程度植樹するもの。昼食を準備し

ます。�

【交通】バスで送迎します。�

【応募方法】5/7（水）から受付けして、

先着20名です。お早めにお申し込

みを。�

【参加費】無料�

【申し込み・問い合わせ先】三陸北

部森林管理署久慈署　森林育成係　

☎53-3391

お�知�ら�せ�

あ
な
た
に
も
�

　
き
っ
と
当
た
る
！
�

・イラスト�

・聞きたいこと�

・耳寄りな話�

　　　　　　など�

　何でもＯＫ！�

028－8201

野
田
村
大
字
野
田
�

　
　
　
　
　
20
―
14
�

住
所（
地
区
）・
氏
名
・
年
齢
�

広
報
の
だ
　行
�

　次の問題の正しい答えをはがきに書い

てお送りください。�

　平成20年度一般会計の予算は27億円

です。さて、村民ひとりあたりの借金（村

債）の残高はいくらになるでしょうか？

次の３つの中から選んでください。�

（ヒントは７ページ）�

１．約５３万円�

２．約　６万円�

３．約６３万円�
�

【応募方法】�

　はがきにクイズの答えと住所・地区名、

氏名、年齢を明記してお送りください。

正解者の中から抽選で５人にとびっきり

の素敵な「山ぶどうシャーベット」をプ

レゼントします。応募は一人１通。当選

者発表とイラスト、声の欄の氏名掲載は

なるべく本名とします。�

�

�

�

�

�

�

【締め切り】�

　平成20年５月８日(木)（当日消印有効）�

　広報や村に対する質問、身近な話題な

どお寄せください。いろんな情報や「ちょ

っと一言」情報交換も大歓迎！�
�

【広報クイズ当選者】�

　３月号の答えは１「国道と役場から駅

までなど、一部を除いた区間で乗り降り

が自由で、乗車使用料はワンコインの

100円」でした。当選おめでとうござい

ます。�

　・米　田　早　世     さん （米田）�
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山ぶどうシャーベットが当たる！�山ぶどうシャーベットが当たる！�

　冬期間休止をしていたラジオ体操
の放送を、５月１日から再開します。
体力の増進、健康づくりにお役立て
ください。�

「福祉のお仕事」http://www.fukushi-work.jp/ �
自宅のパソコンから福祉人材センターの求人を閲覧できます。�

福祉の仕事をお探しの方、�

福祉人材センターが�
お手伝いします。�
無料職業紹介事業を行っています。お気軽にご相談ください。�

厚生労働大臣許可番号　03-ム-010006

社会福祉法人 �
岩手県社会福祉協議会�

〒020-0831　盛岡市三本柳8-1-3　ふれあいランド岩手２階�
TEL019-637-4522　FAX019-637-9612�

取扱い職種  介護職、ホームヘルパー、�

　　　　　  相談員/支援員/指導員、�

　　　　　  介護支援専門員、看護職、保育士、�

　　　　　  栄養士、調理員、サービス提供責任者、�

　　　　　  理学療法士、作業療法士、事務職、�

　　　　　  運転手　など�

福祉人材センター�
モバイルサイト�

福祉人材センター�

九戸郡野田村大字野田28-12-7�
TEL 0194－78－2475

ボリュームアップパーマ�
（自然でお手入れ簡単）�

香草ヘア・ダイ�
（白髪染め　しみません、かぶれません）�

冬の間の伸び放題の髪どうにかしましょうね。�
お待ちしております。�

〒028-8201�
九戸郡野田村大字野田20-25-5�

ＴＥＬ0194-78-2538�
　　　ＦＡＸ 0194-78-4126

御来店おまちしております。�

 お餅とケーキで�
成長をお祝いしてね�
 お餅とケーキで�
成長をお祝いしてね�

ラジオ体操の放送が始まります�

新発
売�



…
…
…
…
…
…
�

　　　男　　2,475　人　（－14）�
�　　女　　2,546　人　（－16）�

�　　計　　5,021　人　（－30）�
�　世帯数　1,661世帯（－  3）�
村内の交通事故　　人身事故　１件�
　　　　　　　　　物損事故　４件�
●救急車出動件数　　　　　 15件�
�　　　　　　（うち村外　　５件）�
●飲酒運転検挙者数　　　　 ０人�
（平成19年８月からの累計０人）�

　　　　　　　春は就職や転職・退職などにより加入する年金制度が変わるこ�

　　　　　とが多くなる時期です。�

①60歳未満の方が退職などにより厚生年金・共済年金等の加入者でなくなった

とき�

②配偶者が退職、または本人の収入が増え、厚生年金等加入者の被扶養者でな

くなったとき�

　このような場合は国民年金への加入届出が必要です。厚生年金等に加入しな

くなったことが分かる書類（厚生年金被保険者資格喪失届等）、年金手帳、印鑑

をご持参のうえ忘れずに届出をしましょう。�

　また、今年度から60歳以降に国民年金へ任意加入する方は特別の理由がある

場合を除いて、原則口座振替で保険料を納めていただくことになりました。任

意加入の申し出をする際は口座振替申込書も併せて提出ください。�

《問い合わせ先》�

　二戸社会保険事務所☎0195-23-4111、 役場住民福祉課☎78-2928 内線143

平成20年度国民年金保険料は月額1万4410円です�

人のうごき〈３月末現在〉�人のうごき〈３月末現在〉�

年金です�

交通死亡事故ゼロ継続中！�
 ２,６２７日（３月末現在）�

春の交通安全指導� 久慈工入学式�

３月受け付け分（敬称略)�

★お誕生おめでとう�

�中　居　瑞　稀(正美・明子)中　平�

♥いつまでもお幸せに�
　晴　山　茂　樹　　　　前田小路�

　早　川　佳　織　　　　　八戸市�

　村　塚　勝　幸　　　　　久慈市�

　廣　内　真　紀　　　　　下泉沢�

■ごめい福を祈ります�

　小谷地　サ　ノ（88歳） 下新山�

　野　竹　長　六（91歳） 米　田�

　大　沢　スガホ（92歳） 旭　町�

　山　口　セ　ツ（79歳） 玉　川�

　新　山　徳次郎（72歳） 下新山�

　小野寺　昭　彦（44歳） 北　区�

　掲載を遠慮される人は、届け出のと
きに戸籍係に話してください。届け出
の期間は、出生届が生まれた日を含め
て14日以内、死亡届は７日以内です。�

みず　　　 き�

戸籍　窓口�の�

（�
（�
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県職員の採用試験を行います�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

【講習時間】９：00～16：00�

【問合せ先】久慈職業能力開発センター

☎53-6261

■県職員Ⅰ種�

【一次試験】６月29日（日）�

【受験資格】①S51.４.２～S62.４.１生

まれの者（学歴不問・H20.４.１現在）②

S62.４.２以降生まれで大学卒業等の者�

■警察官Ａ�

【一次試験】７月13日（日）�

【受験資格】S50.４.２以降生まれで大

学卒業（見込み）等の者�

【受付期間】インターネット…５月１日�

～25日、郵送・持参…５月１日～30日�

【問い合わせ先】県人事委員会事務局

☎019-629-6241

手に職をつけませんか？�
　　　　　職業能力開発研修を行います�

　６月２日は自動車税の納期限

です。自動車税は４月１日現在

の自動車の所有者が納める県税

です。納税通知書は４月末に発

送します。納期限までに納めま

しょう。�

　県では、身体障害者手帳などをお持ちで、自動車を所有している方等

で一定の要件に該当する場合、自動車税の課税免除申請を受け付けます。�

【申請期限】５月26日（月）まで�

【受付場所】久慈地区合同庁舎（１階税務室）�

【時　　間】８：30～17：30�

【お問合せ】久慈地方振興局税務室☎0194-53-4986

自
動
車
税
は
�

お
忘
れ
な
く
�

身
体
障
害
者
�

の
免
除
申
請
�

5 / 7

5/14

5/21

5/28

4/30

申込期限�

6/11

6 / 4

月　日�

5/14～15

5/21～22

5/28～29

6 / 4 ～ 5

6/11～12

6/25～26

6/18～19

研修内容�

ｶﾞー ﾃ ﾆ゙ﾝｸ 基゙礎�

E x c e l 応 用 �

Word実践活用�

6/187 / 2 ～ 3 ﾃ ｼ゙ ｶ゙ﾒ画像処理入門�

E x c e l 基 礎 �

電子納品講習�

W o r d 基 礎 �

W o r d 応 用 �

R45 道の駅のだ 三陸鉄道陸中野田駅�

　　  九戸郡野田村31-31-1�
物　産　館 ☎78－4171 FAX78－3370�
　　駅　　 ☎78－2106 産直71－1700�
二階レストラン ☎78－4191

陸中海岸国立公園 旅の思い出お買い求め処�

250円(菊入)250円(菊入)
じゃん

ぼソフ
トも�

あるヨ
！�じゃん
ぼソフ

トも�

あるヨ
！�350円

�
350円

�

ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
�

桜
庭
昇
�

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
�

似
顔
絵
作
家
�

一
級
賞
状
揮
毫
士
教
授
�

中
新
山
33
―
48
　☎
78
―
4
0
9
6

印
刷
デ
ザ
イ
ン
・
似
�

顔
絵
・
佛
画
・
毛
筆
�

◎
画
工
料
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
�

　
の
ご
相
談
は
電
話
下
さ
い
�

◎
昭
和
15
年
10
月
生
ま
れ
、67
歳
�

☆「
の
ん

「
の
ん
ち
ゃ
ち
ゃ
ん
」
ん
」を
デ
ザ
イ
ン

を
デ
ザ
イ
ン
�

☆「
ぱ
あ
ぷ
る

「
ぱ
あ
ぷ
る
」
の
名
付
け
親

の
名
付
け
親
�

☆「
の
ん
ち
ゃ
ん
」を
デ
ザ
イ
ン
�

☆「
ぱ
あ
ぷ
る
」
の
名
付
け
親
�

国連軍縮ポスター国内予選優秀賞�
など200数十点入賞入選！�
国連軍縮ポスター国内予選優秀賞�
など200数十点入賞入選！�

4
月
か
ら
広

報
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

中
野
と
申
し
ま
す
。
千

秋
楽
ま
で
も
つ
か
心
配

せ
ず
に
1
番
1
番
前
向

き
に
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。も
し
、取
材

で
お
じ
ゃ
ま
し
た
と
き

で
も
、
あ
や
し
い
者
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

カ
メ
ラ
目
線
を
い
た
だ

け
れ
ば
い
つ
も
よ
り「
い

い
顔
」
に
撮
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
１
年

間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
�

願
い
し
ま
す
。（
ナ
カ
ノ
）�

ひ
と
い
き
�

ほっと�



植物油、大豆インクを使用しています�

再生紙を使用しています�

広
報
�
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地
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地
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）2
1
1
1
　
編
集
・
総
務
課
　
印
刷
・
㈲
マ
ル
ニ
印
刷
�

―
お
仕
事
は
�

　
兼
田
建
設
㈱
で
現
場
監
督
を
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
見
習
い
な
の
で

見
た
り
、聞
い
た
り
、毎
日
が
勉
強

で
す
。�

―
休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
�

　
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
遠
出
を
す
る

の
が
好
き
で
す
。�

―
人
に
自
慢
で
き
る
こ
と
は
�

　
野
球
が
大
好
き
で
す
。�

―
困
っ
て
い
る
こ
と
は
�

　
視
力
は
い
い
け
れ
ど
、
目
が
悪

い
？
こ
と
。乱
視
な
ん
で
す
よ
。�

―
好
き
な
も
の
は
�

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
大
好
き
で
、

一
人
で
結
構
な
量
を
食
べ
ま
す
よ
！
�

―
ほ
し
い
も
の
は
�

　
大
き
な
車
が
ほ
し
い
。
頑
張
っ

て
稼
い
で
買
う
ぞ
。�

―
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は
�

　
お
っ
と
り
と
し
た
雰
囲
気
の
女

性
が
好
き
で
す
。�

―
村
に
つ
い
て
�

　
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
温
か
い

村
が
好
き
で
す
。�

日々勉強！�
　頑張っています！�

No.�
284

ヤング登場�

今回は下新山の安藤諒さん�
（19歳）を紹介します�

平成20(2008)年4月号　No.421　広報のだ�16

お誕生日�
おめでとう�

 純平くん（本町）�
平成19年４月７日生まれ�
松場和広・里美さん　長男�
―お父さん・お母さんから―�

大きくなったら一緒にキャッチボ�
ールしようね！！�

じゅん ぺい�

イ�イ�ラ�ラ�ス�ス�ト�ト�コ�コ�ー�ー�ナ�ナ�ー�ー�み�み�ん�ん�な�な�の�の�声�声�
◯ナ
ま
ん
中
が
し
ゅ
う
や
く
ん
か
な
？
�

さ
さ
き
し
ゅ
う
や
く
ん（
中
沢
・
６
歳
）�

◯ナこちらこそ、よろしくお願いし�
　　ます�

◯ナリラックマと一緒にリラックス�
　　したいですぅ…�

ささき明ゆかさん（中沢・８歳）� 関畑瑠夏さん（門前小路・10歳）�

◯ナ
お
洋
服
が
ピ
ン
ク
色
で
か
わ
い
い
ネ
�

泉
沢
ひ
ろ
と
く
ん（
港
・
４
歳
）�

◯ナ
春
ら
し
い
絵
で
す
ね
！
２
枚
も
あ
り
�

　　
が
と
う
�

◯ナ
お
じ
ゃ
る
丸
は
い
つ
で
も
で
ん
ぼ
と
�

　　
一
緒
！
�

泉
沢
は
る
な
ち
ゃ
ん（
港
・
６
歳
）�

◯ナ
ポ
ケ
モ
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
っ
こ
い
い
�

　　
で
す
ね
�

鈴
木
大
智
く
ん（
中
平
・
９
歳
）�

◯ナ
ポ
ケ
モ
ン
た
ち
も
春
が
き
て
楽
し
そ
�

　　
う
だ
ね
！
�

米
田
由
希
さ
ん（
下
明
内
・
８
歳
）�

◯ナ
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
た
く
な
�

　　
り
ま
す
ネ
�

米
田
早
世
さ
ん（
米
田
・
10
歳
）�

◯ナ
色
づ
か
い
が
春
ら
し
い
で
す
ね
�

佐
々
木
玲
奈
さ
ん（
下
泉
沢
・
９
歳
）�

◯ナ
お
花
見
中
な
の
か
な
…
？
�

打
座
悠
希
く
ん（
門
前
小
路
・
６
歳
）�

◯ナ
は
や
く
さ
く
ら
が
咲
く
と
い
い
で
す
�

　　
ね
！
�

打
座
千
尋
さ
ん（
門
前
小
路
・
８
歳
）�

◯ナ
目
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
か
わ
い
い
ね
！
�

名
前
が
な
か
っ
た
の
で
次
は
書
い
て
ね
�

◯ナ
ピ
カ
チ
ュ
ウ
サ
ン
タ
。プ
レ
ゼ
ン
ト
�

　　
は
何
か
な
？
�

佐
々
木
健
介
く
ん（
下
泉
沢
・
５
歳
）�

◯ナ
青
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
春
ら
し
く
と
て
�

　　
も
ス
テ
キ
で
す
ね
�

辻
鼻
真
実
さ
ん（
上
泉
沢
・
10
歳
）�

 若奈ちゃん（港）�
平成19年４月24日生まれ�
外舘尚紀・律子さん　二女�
―お姉ちゃんから―�

お誕生日おめでとう。ジャマしな�
いでね！！�

わか　な�

はじめての�

◯行政区　上泉沢�
◯主な仕事の内容�
　水田農業、農業振興地域整備計画
など�
◯一つ一つ学びながら早く一人前に
なれるよう頑張ります。よろしくお
願いします。�

あたらしい�

 村職員を紹介します！�
あたらしい�

 村職員を紹介します！�
　４月から、村の職員に１人の

仲間が増えました。主な仕事な

どを紹介します。�

産業振興課�
�
主事 �

田中 美津紀�
　　　　　 (30)

み　 づ　 き�


